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高知では､ 夏を実感するような暑い日と肌寒い日が交互にあり､ 体調管理に苦労した５月が過ぎ､
例年より遅い梅雨入りを迎えようとしています｡ 学会員の皆様､ いかがお過ごしでしょうか｡
このたび､ 高知女子大学看護学会誌第32巻第１号をお送りすることができました｡ 今回は､ 第32回
高知女子大学看護学会にて日本看護協会会長 久常 節子氏にご講演頂きました 『ヘルスケアをデ
ザインする－看護をデザインする－』 の内容と､ 公開講座 『働くもののメンタルヘルスをデザイン
する』 のテーマで高知県精神保健福祉センター所長 山崎 正雄氏よりご講演いただきました内容
を､ 先生方に加筆・修正いただき､ 掲載いたしました｡ 学会や公開講座に参加した学会員はもちろ
ん､ 参加できなかった学会員にも､ その内容をお知らせすることによって､ 社会が大きく変化する
中で看護専門職としてヘルスケアをどのようにデザインしていけばいいのかなど､ 皆様方にとって
視点を高めていく一助となれば幸いです｡
また､ 論文につきましては､ 会員の皆様､ 査読者の方々をはじめ､ 多くの方のご協力により､ 原
著論文７編､ 研究論文１編という豊かな研究成果を掲載することができました｡ 本当にありがとう
ございました｡
編集委員会では､ ｢学会のあり方検討会｣ の報告を受け､ 学会員の交流の機会や､ 社会の動向を素
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